第５回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　時　平成３０年１月２４日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分～５時００分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　河原町総合支所　第6会議室
〔出席委員〕
竹田賢一会長、小谷加代子副会長、前田達男委員、楮原典子委員、中村佳紀委員、倉信　敬委員、坂本悦子委員、西尾　純委員、奥谷仁美委員、荻原元春委員、坂本綾子委員　以上１１名

〔欠席委員〕

河毛　寛委員　以上１名
〔出席議員〕
山田延孝市議会議員
〔校区審議室〕
石上主査、大坪主任
〔企業立地・支援課〕
大野次長、西田課長補佐
〔事務局〕

野際支所長、九鬼副支所長、西山市民福祉課長、前田産業建設課長
 平尾地域振興課課長補佐

〔傍聴者〕

５名
会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　協議・報告事項
（1） 鳥取市校区審議会「中間まとめ」について【資料1】
（2） 山手工業団地への企業進出について【資料2】
（3） 新市域振興ビジョンの改訂について【資料3】
（4） 体育施設の指定管理者について【資料4】
（5） その他

４　その他
５　閉　会
議事概要
１　開　会　
２　会長あいさつ
３　協議・報告事項
（１）鳥取市校区審議会「中間まとめ」について
（校区審議室資料1により説明）
（委　員）私はできるだけ今の形で残してやりたいと思う。地域に学校がなくなると子どもたちの声も聞こえなくなり寂しくなる。子どもたちにとっては、少なくても一人一人をしっかり見て指導していただくのがいいと思うが、教育委員会としては、競争力をつけるために最低30名位がいいというような思いがあるのか。
（校区審議室）そのくらいの規模があった方が子どもたちの教育環境はよりよい環境であるという風には考えています。
（委　員）適正規模の根拠はどこにあるか。
（校区審議室）根拠は国が示していますが、小規模の良さというのもあると思います。きめ細かい指導ができ、一人一人に関わる時間も増えます。または一人一人が全体で発言する場や活躍する場も多くなると思います。学校にはいろんな教育活動がありますが、体育とか音楽、合奏などの場面において、適正規模にある方が、子どもたちにとって望ましい一面はあると思います。
（委　員）組織づくりはＰＴＡを指しているのか。
（校区審議室）保護者の代表の方も含めた、地域の方、学校関係者等になります。
（委　員）組織はＰＴＡとは別に作るのか。
（校区審議室）そのようにお願いしているところです。
（委　員）河原はまだできてないということか。
（校区審議室）私たちが把握している限りではそのようです。
（委　員）小学校、中学校も冷暖房完備すべきだと思うがどうか。
（校区審議室）そのことについてもいろんな方面から要望をいただいており、現在検討を進めています。
（委　員）夏のあの暑さでは本当に勉強できないし、先生も大変だと思う。是非前向きに進めてほしい。
（委　員）私の子どもは3人西郷小学校に通っている。現在、小規模校転入制度で受け入れをしているが、全く希望者がない状況だ。市街地から遠いというのが1番大きな理由だと思うが、小学校でもっと受け入れできるようにしていけたら少しは解決に繋がるのではないか。
（校区審議室）小規模校転入制度は、保護者の送り迎えが基本になっていますので、転入実績がない学校については、距離的なことも大きな要因ではないかと思います。
地域の自然の中で活動するという様な特色のある取組みを行っている学校では、旧市内からバスで通っているお子さんもおられます。一気に小規模校転入制度で子どもの数が２倍や３倍になることは現状としてもありませんが、小規模の集団は小さいころからの人間関係が固定化されており、その中に１人でも転入があると新しい風が吹いて活気が生まれるというような効果があると思います。　
また、湖南学園は小中一貫校で5・6年生以外も英語教育を行うという特色ある教育に関心を持たれて通われたお子さんもおられます。そういうことも含めて特色ある学校づくりの検討をしていただけたらと思っています。
（委　員）地域に特色ある何かを学校で作り上げていく時に、市の教育委員会が抑えたりすることはないか。いい芽生えが出てくればどんどん伸ばすような学校づくり、村づくりが必要。村づくりと学校づくりは一体化しないといけないと思う。
（校区審議室）教育課程は学習指導要領で定められていますので、それを逸脱することはできませんが、小中一貫校、義務教育学校は今回の制度改正で、新設教科を９年間の教育過程で作るとか、学年の区切りを6・3ではなく5・4あるいは4・3・2という区切りにしたり、教科の内容を入れ替えて指導してもいいというように国が少しずつ認めてきています。そういう中での特色ある教育というのはどんどん行えると思います。
（委　員）日本人としてどういう力を持った子どもたちを育てたいのかと考えるとそんなに競争力が大事なのかと思う。一体何をもって適正規模となるのか。外国は40人も50人もいる学校ばかりではない。そこはそこなりの教育方法がされているが、日本としては文科省の方針の中で同じような授業形態をしていかなくてはいけないのか。
（校区審議室）いいえ、そんなことはありません。30人と5人のクラスが同じ授業形態ではない方がもちろん効果は上がると思います。他地域の教育を考える会では、他の学校の教育などを参考にしながら、これからの学校の在り方を検証しておられますので、是非、組織づくりをお願いしたいと思っております。
（委　員）学校の先生は多忙だと思う。今、国も働き方を変えていくとのことだが、是非鳥取も早急に変えていただき、先生方がゆとりを持って子どもたちと向き合う方がいいと感じる。また、各地域での教育を考える会は、その地域にある程度任されるということか。
（校区審議会）あくまでも学校の教育の中身については学校長が教育基本方針を立てて教育過程を編成して行います。たとえば散岐小学校では、平成26年度からコミュニティ・スクールとして、地域の方が学校運営に参画していただくなどして学校には関わっていただいています。
教育を考える会は、その前の今の教育はどうなのかということを検証し、検討していただくような所です。
（２）山手工業団地への企業進出について
（企業立地・支援課資料2により説明）

（委　員）事業内容に太陽光発電による売電事業が入っているが、何か規制はあるか。
（企業立地・支援課）太陽光発電に取り組むことに規制はありませんが、敷地内でやっていただくという形になります。実際、本市への誘致企業の中には、工場の屋根に太陽光パネルを設置して製造の際の電力供給を賄っているという企業もあります。
（委　員）進出企業の求人に対して地元からどれくらいの応募があったのか。
（企業立地・支援課）会社から伺っているところでは、地元からの応募そのものが、あまりないということです。実際、入社の際の面接や試験などで、同等レベルであれば地元の方を優先したいと企業は言われていますので、応募者が増えてくれば地元の採用も増えてくると思っています。
（委　員）地元の方に入っていただくのが一番うれしいが、県東部圏内からも入ってほしい。また、大学などへの説明会とかはやっているのか。
（企業立地・支援課）鳥取大学の説明会にも参加をしていただいています。特にイナテックやササヤマ、また、城洋も金属加工系ですので工業高校、大学では工学部出身者が欲しいということです。マルサンアイは、特に学部は問わないと伺っていますので幅広く応募いただけたらと思っています。
（委　員）マルサンアイは募集していないと聞いているが。
（企業立地・支援課）マルサンアイは順調に人が集まっており、現在求人を止めております。ただ、豆乳の売り上げが伸びてきており、増設も早々に考えていきたいということですので、今後まとまった求人が出てくると思っております。
（委　員）イナテックでは、愛知県とここの工場との給料格差があるとのことだが、地元の企業からは、あまり高くしてもらったら困るという話しもある。ある程度東京や大阪に近づけてもらわなければ、同じ就職するには東京の方がいいと言うと思う。鳥取でも同じような給料であれば、地元での就職者も増えてくると思うので、市からも企業へ給料格差の解消を要求していただきたいと思う。
（企業立地・支援課）市としては、なるべく高い給与水準の企業に来ていただきたいと考えていますが、地元の商工会や商工会議所からは、あまり極端に高い給与水準を示されると従業員がそちらに流れて行くというような声も聞き、実際にそういう現象も起こってきております。行政側としては、地元の給与水準を上げて、ＵＪＩターンをもっと進めていくような環境づくりをしていく必要があると考えています。地元の企業にも生産性を上げていただき、従業員の処遇を良くしていただけるような支援制度を始めているところです。誘致企業と地元企業と、両方の給与水準が上がっていくような環境づくりをやっていきたいと思っています。
（委　員）給与水準が高ければいいが、企業側は知識や技術レベルの高い従業員が必要だと思うがどうなのか。
（企業立地・支援課）進出企業からは、鳥取で確保している人材は非常にいいというお話をいただいています。従業員が非常に真面目で質も高いということで企業からも定評をいただいています。
（３）新市域振興ビジョンの改訂について
（九鬼副支所長資料3により説明）

（委　員）83ページの下段の資源の所に特産品として3つの窯元があげてあるが、新しく花輪窯を追加してはどうか。県展も入賞されたり日本工芸展にも入選されたりして若手のホープとして活躍されているようである。
（事務局）特産品という形で言うともう少し軌道に乗ってからの方がいいと考えています。
（４）体育施設の指定管理について
（九鬼副支所長資料4により説明）
（委　員）山手グラウンドも指定管理になるか。
（事務局）山手グラウンドは鳥取市土地開発公社所有の土地なので、平成３０年度は引き続き公社に委託し、管理していただくように考えています。また、町民プールも（一財）鳥取市教育福祉振興会の所有のため同様です。今後、これらを整理し山手グラウンド、町民プール等も含めて次の指定管理に出したいというのが支所の考えです。

（委　員）稲常グラウンドゴルフ場は改修するのか。
（事務局）約半分程度、真砂土を敷いて整備し、簡単な運動やグラウンドゴルフ等もできるような形で残す予定です。
（委　員)　体育館は改修したのか。
（事務局）本年3月までにできる部分は改修する予定です。
（委　員）3年で期限をきったのは何故か。
（事務局）初めての取組みであり、この事業者が継続ということであれば期間年数も延長できると考えます。
（委　員）今回の応募は、何社あったのか。
（事務局）南部地域については１社です。
（委　員）体育館の倉庫や器具庫などはある程度整理されてから指定管理に出されるのか。
（事務局）できるだけ3月までに整理してから指定管理に出したいと思っています。
（委　員）障がい者用のトイレが全然使えない状態になっている。今後修理が必要になると思うがどうか。
（事務局）大規模な修繕は、引き続き生涯学習・スポーツ課が対応することになります。
４　その他

次回の地域振興会議は、平成３０年２月１６日（金）午後１時３０分
５　閉　会
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